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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、景気の緩やかな回復基調は続いているものの、円高の進行

や不安定な株式市場に加え、中国をはじめとするアジア新興国や資源国の景気減速や、英国のＥＵ離脱選択による

欧州経済の混乱など、引き続きわが国の景気を下押しするリスクが懸念される状況であります。 

 また、雇用情勢・所得環境の改善は継続しているものの、個人消費には足踏みが見られ、物価上昇などへの懸念

から、生鮮食品をはじめ食品全般の低価格志向や日常的支出への節約志向はいまだ根強いものがあります。 

 一方、水産業界におきましては、国内では魚離れが進んでいる反面、海外では魚食の広がりによる世界規模の需

要増加により仕入価格が上昇するなど、当社を取り巻く経営環境は依然として厳しい状況が続いております。 

 このような厳しい経営環境の中、当社グループにおきましては、企業の持続的な成長と、ステークホルダーであ

るお客様・従業員・株主様・社会に対しての責任を果たすため、2016年度を初年度とする新たな３カ年計画（2016

年度～2018年度）“「魚力ブランド」クリエーションプラン2018”を策定し、各事業分野における基本戦略に取り

組んでまいりました。 

新たな中期経営計画の初年度である今期の経営目標として“「魚力ブランド」確立への挑戦”を掲げ、お客様満

足度（ＣＳ）の追求により“お客様に感動を与える”企業をめざすとともに、従業員満足度（ＥＳ）の追求によ

り“社員がやりがいを感じる”企業をめざしております。 

 この間、小売事業で１店舗を出店する一方、経営資源の効率化を図るため１店舗を退店し、当第１四半期連結会

計期間末の営業店舗数は69店舗となりました。 

この結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は、連結子会社の持分法適用関連会社への異動に

伴い、65億47百万円（前年同期比9.5％減）、営業利益は１億92百万円（前年同期比30.2％減）、経常利益は１億

64百万円（前年同期比52.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億14百万円（前年同期比60.0％減）と

なりました。 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

①小売事業

 小売事業では、地元漁港と連携した「青森深浦フェア」や「伊勢志摩フェア」、ゴールデンウィークセールなど

のイベントは好調だったものの、天候不順の影響や競合店出店などの影響により、既存店舗の売上高は対前年同期

比2.4％の減少となりました。 

 新店は、平成28年４月に渋谷駅に隣接する「東急百貨店渋谷東横店西館」内に「渋谷魚河岸店」（東京都渋谷

区）を開店しております。 

また、既存店舗の活性化策として、小岩店（東京都江戸川区）は、ショッピングセンター改装に併せた売場のリ

ニューアルを実施し、平成28年４月に改装オープンいたしました。 

 一方、経営資源の効率化を図るため、平成28年６月に東大和店（東京都東大和市）を退店しております。 

 この結果、売上高は60億46百万円（前年同期比6.7％増）、営業利益は２億15百万円（前年同期比8.6％減）とな

りました。

②飲食事業

 飲食事業では、営業の強化を図るとともに、オペレーション体制の見直しを行ったものの、低価格志向の新業態

店や競合店の参入等で売上高は減少いたしました。 

 また、今後の出店戦略に備えた飲食事業の組織強化に伴う人件費が増加いたしました。 

この結果、売上高は１億75百万円（前年同期比5.5％減）、営業利益は５百万円（前年同期比69.9％減）となり

ました。

③卸売事業

 卸売事業では、前期まで連結子会社であったウオリキ・フレッシュ・インクが持分法適用関連会社へ異動した影

響で、売上高は８億82百万円減少、営業利益は36百万円減少いたしました。 

 一方、グループ間の販売体制を見直し、子会社の株式会社大田魚力は外食チェーンを中心とした取引先を専門と

し、当社は国内スーパーマーケットへの卸売事業を引き継ぐ形に変更いたしました。 

 平成28年４月に設立した合弁会社の株式会社シーフードワークスは、高鮮度凍結魚の販売を中心に売上高は34百

万円となりました。 

この結果、グループ全体の卸売事業の売上高は３億９百万円（前年同期比77.3％減）、営業利益は４百万円（前

年同期比90.5％減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は68億32百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億54百万円減

少いたしました。これは主に受取手形及び売掛金が６億65百万円、商品及び製品が６億24百万円減少したことによ

るものであります。固定資産は95億37百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億47百万円増加いたしました。こ

れは主に投資その他の資産のその他に含まれております関係会社株式が３億５百万円、投資有価証券が１億39百万

円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は163億69百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億６百万円減少いたしました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は23億29百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億39百万円減

少いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が５億34百万円減少したことによるものであります。固定負債は

５億91百万円となり、前連結会計年度末に比べ３百万円減少いたしました。これは主にその他に含まれております

繰延税金負債が６百万円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は、29億20百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億42百万円減少いたしました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は134億49百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億63百万

円減少いたしました。これは主にその他有価証券評価差額金が２億59百万円、利益剰余金が１億64百万円減少した

ことによるものであります。

この結果、自己資本比率は81.9％（前連結会計年度末は79.0％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、現時点において平成28年５月６日の「平成28年３月期 決算短信」で公表いたし

ました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

当第１四半期連結会計期間において、当社の米国子会社であるウオリキ・フレッシュ・インクは、平成28年５月

２日に伊藤忠商事株式会社を割当先とする第三者割当による新株式発行を行いました。この新株式発行により、当

社の出資比率が下がったことで、ウオリキ・フレッシュ・インクは当社の連結子会社から持分法適用関連会社に異

動し、特定子会社に該当しないこととなりました。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ70千円増

加しております。

 

（３）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,964,839 4,815,151 

受取手形及び売掛金 2,297,176 1,631,533 

有価証券 40,000 40,000 

商品及び製品 786,293 161,875 

原材料及び貯蔵品 10,006 6,835 

その他 489,255 177,263 

貸倒引当金 △427 － 

流動資産合計 8,587,142 6,832,659 

固定資産    

有形固定資産 1,454,882 1,431,420 

無形固定資産 44,894 39,334 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,932,161 6,071,737 

その他 1,657,796 1,994,788 

投資その他の資産合計 7,589,957 8,066,525 

固定資産合計 9,089,734 9,537,279 

資産合計 17,676,876 16,369,939 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,507,020 972,866 

未払法人税等 203,439 104,637 

賞与引当金 156,650 243,002 

その他 1,101,932 1,008,977 

流動負債合計 2,969,042 2,329,484 

固定負債    

退職給付に係る負債 527,854 531,357 

その他 66,872 59,970 

固定負債合計 594,727 591,327 

負債合計 3,563,769 2,920,811 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,563,620 1,563,620 

資本剰余金 1,441,946 1,443,077 

利益剰余金 12,296,478 12,131,511 

自己株式 △938,011 △1,059,687 

株主資本合計 14,364,033 14,078,521 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 16,757 △242,829 

土地再評価差額金 △260,113 △260,113 

為替換算調整勘定 33,041 △5,844 

退職給付に係る調整累計額 △180,679 △170,453 

その他の包括利益累計額合計 △390,995 △679,242 

新株予約権 28,091 23,123 

非支配株主持分 111,977 26,726 

純資産合計 14,113,107 13,449,128 

負債純資産合計 17,676,876 16,369,939 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 7,233,433 6,547,538 

売上原価 4,600,673 3,929,371 

売上総利益 2,632,760 2,618,166 

販売費及び一般管理費 2,356,638 2,425,438 

営業利益 276,121 192,727 

営業外収益    

受取利息 34,930 8,283 

受取配当金 12,166 16,411 

持分法による投資利益 159 5,814 

不動産賃貸料 3,030 2,670 

為替差益 22,647 － 

その他 2,192 2,290 

営業外収益合計 75,126 35,470 

営業外費用    

自己株式取得費用 － 25 

不動産賃貸費用 2,261 2,009 

デリバティブ評価損 4,600 － 

為替差損 － 61,606 

営業外費用合計 6,861 63,641 

経常利益 344,386 164,557 

特別利益    

固定資産売却益 850 10 

投資有価証券売却益 113,699 18,399 

持分変動利益 － 5,626 

特別利益合計 114,549 24,036 

特別損失    

固定資産除却損 416 422 

賃貸借契約解約損 － 14,108 

特別損失合計 416 14,531 

税金等調整前四半期純利益 458,519 174,062 

法人税、住民税及び事業税 179,798 83,059 

法人税等調整額 △12,929 △21,102 

法人税等合計 166,868 61,956 

四半期純利益 291,650 112,106 

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,037 △2,673 

親会社株主に帰属する四半期純利益 286,612 114,779 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 291,650 112,106 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △3,662 △259,587 

為替換算調整勘定 8,055 △11,454 

退職給付に係る調整額 △12,827 10,226 

持分法適用会社に対する持分相当額 － △27,432 

その他の包括利益合計 △8,435 △288,247 

四半期包括利益 283,215 △176,140 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 276,164 △173,467 

非支配株主に係る四半期包括利益 7,051 △2,673 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
 （注）３   小売事業 飲食事業 卸売事業 計 

売上高                

外部顧客へ

の売上高 
5,666,887 185,493 1,364,746 7,217,127 16,305 7,233,433 － 7,233,433 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

－ － 3,034 3,034 4,650 7,684 △7,684 － 

計 5,666,887 185,493 1,367,781 7,220,162 20,955 7,241,117 △7,684 7,233,433 

セグメント利益 235,747 17,799 51,604 305,151 7,839 312,991 △36,869 276,121 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、テナント事業であります。 

２．セグメント利益の調整額△36,869千円には、セグメント間取引消去△4,631千円及び各報告セグメントに配分していない全社費用

△32,237千円が含まれております。全社費用は、主に総務・財務経理部門等の管理部門に係る費用であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
 （注）３   小売事業 飲食事業 卸売事業 計 

売上高                

外部顧客へ

の売上高 
6,046,686 175,306 309,513 6,531,507 16,030 6,547,538 － 6,547,538 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

－ － 31,829 31,829 4,650 36,479 △36,479 － 

計 6,046,686 175,306 341,343 6,563,337 20,680 6,584,017 △36,479 6,547,538 

セグメント利益 215,573 5,356 4,899 225,829 8,761 234,590 △41,863 192,727 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、テナント事業であります。 

２．セグメント利益の調整額△41,863千円には、セグメント間取引消去△5,818千円及び各報告セグメントに配分していない全社費用

△36,045千円が含まれております。全社費用は、主に総務・財務経理部門等の管理部門に係る費用であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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